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「
杉
並
区　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

２１

審
議
会
」
の
審
議
に
、
よ
り
多

く
の
区
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
昨
年　

月
１０

か
ら
１
月
ま
で
、一
〇
回
の「　
２１

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
区
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
」（
子
ど
も
区
議
会
を
含
む
）

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
広
報

す
ぎ
な
み　

月　

日
号
で
「
区

１１

１１

民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
、
一
〇
〇
〇

人
を
超
え
る
多
く
の
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
方
は
、
男
性
五

二
六
人
、
女
性
七
三
一
人
、
未

記
入
一
〇
人
の
計
一
二
六
七
人

で
、
年
代
別
で
は　

代
が
最
も

６０

多
く
、
続
い
て　

代
、　

代
と

７０

５０

区
で
は
現
在
、
来
る
べ
き　

世
紀
に
向
け
、
区
民
と
区
が
共
に
す
す
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
ビ
ジ
ョ
ン

２１

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、昨
年　

月
に
行
っ
た
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
お
知
ら

１１

せ
し
ま
す
。 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

―
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課
へ
。
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福祉が充実し、安心して健康に暮らせるまち�ア�

イ�

ウ�

エ�

オ�

カ�

キ�

ク�

ケ�

コ�

サ�

環境に配慮し、省資源・リサイクルに積極的に取り組むまち�

緑の多い静かな環境に囲まれた住宅のまち�

保育や教育環境が充実した子育てのしやすいまち�

だれもが文化・芸術・スポーツ活動に親しめるまち�

生涯学習が盛んで人を一生にわたって育てる�

ボランティアなどの自主的な活動が盛んなまち�

近隣とのふれあいや交流の盛んなまち�

交通の便がよく、人々が集まる活気あるまち�

情報通信分野など新しい産業が育つ活力のあるまち�

その他�

問２.杉並区がめざすべきまちづくりの方向として、あなたの望むまちに近いものを
　　　３つ以内で選んでください。（複数回答）�

問３.杉並区の地域社会をより良くしていく上で、行政と区民（町会、商店会、ボラ
　　　ンティア・グループ、NPOなどの区民の団体を含む）との関係は、今後どのよ
　　　うにあればよいと思いますか。あなたの意見に最も近いものを選んでください。

まちに住む一人ひとりの区

民の自主的な活動が最も大

切である。行政は、このた

めの活動の場の確保など、

環境の整備に重点を置くべ

きで、かかわりは少なくす

べきである。�

地域社会のつながりが弱体

化した今日、新たな地域社

会づくりのために、行政は

積極的にリーダーシップを

発揮すべきである。�

区民と行政が対等のパート

ナーとしてそれぞれ役割を

果たしながら、お互いに協

力・協働していくことが望

ましい。�

無回答�
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1.6％�その他�

杉並らしさ�

文化�

共に生きる�

安心�

他への思いやり�

公徳心�

福祉�

問１.２１世紀の杉並区が大切にすべきことがらを表す言葉として、最もふさわしいと
　　　思われるものを３つ以内で選んでください。（複数回答）�

環境�

心の豊かさ�

健康�

みどり�

自己責任�

人と人との結びつき�

人を育てる�

情報�

図１�

図２�

図３�

表１　　  〈区民アンケート集計表〉
計未記入女男
５２３０２２１０代～２０代
１２７１１０１２５３０代
１２５９３３２４０代
２４１１８２５９５０代
３３４２１７５１５７６０代
３０１２１２３１７６７０代
７８２４５４８０歳以上
９５３１未記入

１，２６７１０７３１５２６計

◆主な記事◆
◎２１世紀ビジョンづくりが
　　　　　　　　進んでいます ……１面
◎消費者の窓 ………………… ２面・３面
◎環境行動指針「中間のまとめ」 … ７面

な
っ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　

な
お
、
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

内
容
に
つ
い
て
は
、　

世
紀
ビ

２１

ジ
ョ
ン
審
議
会
に
も
報
告
を
し

て
い
ま
す
。

　
　

世
紀
の
杉
並
区
が
大
切
に

２１
す
べ
き
こ
と
が
ら
を
表
す
言
葉

と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と

思
わ
れ
る
も
の
に
は
（
複
数
回

答
）、「
環
境
」
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
福
祉
」、「
心
の
豊
か

さ
」と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

次
に
、
杉
並
区
が
め
ざ
す
べ

き
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
と
し

て
、
あ
な
た
の
望
む
ま
ち
に
近

い
も
の
を
三
つ
以
内
で
選
ん
で

く
だ
さ
い
の
問
い
で
は
、「
福

祉
が
充
実
し
、
安
心
し
て
健
康

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」、「
環
境
に

配
慮
し
、
省
資
源
・
リ
サ
イ
ク

ル
に
積
極
的
に
取
り
組
む
ま

ち
」、「
緑
の
多
い
静
か
な
環
境

に
囲
ま
れ
た
住
宅
の
ま
ち
」
が

　

％
を
越
え
て
い
ま
す
。（
図

５０２
）

　

ま
た
、
杉
並
区
の
地
域
社
会

を
よ
り
良
く
し
て
い
く
上
で
、

行
政
と
区
民
と
の
関
係
は
、
今

後
ど
の
よ
う
に
あ
れ
ば
よ
い
と

思
い
ま
す
か
、
の
問
い
に
つ
い

て
は
、「
区
民
と
行
政
が
対
等
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
お
互

い
に
協
力
・
協
働
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
」
が
も
っ
と
も

多
く
、　

・
９
％
と
な
っ
て
い

５４

ま
す
。（
図
３
）

　

区
長
か
ら
諮
問
を
受
け
た

「
杉
並
区　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
審

２１

議
会
」
は
、
昨
年
９
月
か
ら
審

議
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
現
在

は
三
つ
の
部
会
（
第
一
部
会

「
住
む
・
暮
ら
す
」
部
会
長
・

村
上
美
奈
子
委
員
、
第
二
部
会

「
働
く
・
営
む
」
部
会
長
・
江

口
克
彦
委
員
、
第
三
部
会
「
憩

う
・
学
ぶ
」
部
会
長
・
武
藤
博

己
副
会
長
）
を
設
け
、
議
論
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
部
会

間
の
調
整
な
ど
の
た
め
、
調
整

部
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
の
審
議
状
況
は
、
区

広
報
紙
を
は
じ
め
、　

世
紀
ビ

２１

ジ
ョ
ン
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
す
る

ほ
か
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

議
論
が
進
む
三
つ
の
部
会

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

一
二
六
七
人
が
回
答
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まままままままままままままままままままままままままままままままま

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２１

�平成１２年度区政モニター募集

あなたの声をお聴かせください
　日ごろ、区政について感じていることなどを、区政モニターになってお聴かせく
ださい。なお、会議は平日以外の開催も予定していますので、お仕事を持っている
方も、是非、ご応募ください。  ――― 問い合わせは、広聴課区政モニター担当へ。

　【資格】区内在住で１２年４月１日現在２０歳以上の方（日本語の読み書きができる
外国人の方を含む）。ただし、地方公共団体の職員、議員および区政モニター経験
者を除く【内容】�会議（４回・昼間）への出席�アンケート（４回）の回答�区
政への意見・要望などの提出�施設見学会（１回）への参加【任期】委嘱の日から
１３年３月まで【定員】５０名【謝礼】年額１万３０００円を限度に、実績に応じて支払い
ます
　申し込みは、住所、氏名（フリガナ）、生年月日、性別、職業、電話番号を明記
し、「杉並区政に思うこと」（書式自由）を書いて３月１０日（必着）までに広聴課へ。申
し込み多数の場合は、選考。結果は応募者全員に通知します。
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　ここにあげた例のように「つい、うっかり」が、
本人の予想に反して高額な負担を招いてしまう例
がほとんどです。

◎トラブルに巻き込まれたきっかけは
・新聞折込や雑誌広告で

・街で呼び止められて

・突然の訪問や電話により

・友人や知人から誘われて

などです。あなたの身近には誘惑がいっぱいです。

　「よく聞く話だが自分には関係ない」と思って

いても、いつ誘惑の手があなたにのびるかわかり

ません。

◎トラブルに巻き込まれないために
　広告のうたい文句や販売員の巧みな言葉には注

意が必要です。だれもがもうかるうまい話はない

ことをしっかり認識して賢明な選択・判断を心掛

けてください。　特に若者や高齢者はねらわれや

すいので、家族の見守りが必要です。

　

区
内
に
は
、
認
可
保
育
園

の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
保

育
施
設
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
保
育
室

　

保
育
室
は
、
一
定
の
基
準

を
満
た
し
て
い
る
小
規
模
な

民
間
保
育
施
設
で
す
。
保
育

時
間
は
施
設
ご
と
に
異
な
り

ま
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
直
接
左
表
の
各
保
育
室

へ
。

※
保
育
年
齢
は
２
歳
児
ま
で

で
す
。

◇
家
庭
福
祉
員

　

経
験
豊
か
な
家
庭
福
祉
員

が
、
そ
の
自
宅
で
各
三
名
ま

で
保
育
し
ま
す
。
契
約
書
を

よ
く
読
み
、
福
祉
員
と
十
分

話
し
合
っ
て
か
ら
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

【
対
象
】
区
内
在
住
で
、

生
後
６
週
間
〜
３
歳
未
満
の

健
康
な
お
子
さ
ん
【
保
育
期

間
】
預
け
た
日
〜　

年
３
月

１３

　

日
。
時
間
は
、
原
則
と
し

３１て
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
（
日
曜
・
祝
日
は
受
託
し

ま
せ
ん
。
そ
の
他
不
定
休
あ

り
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
直
接
左
表
の
各
家
庭
福

祉
員
へ
。

�
保
育
室
･
家
庭
福
祉
員

４
月
か
ら
の
保
育
を
受
け
付
け
中

〈保育室〉
定員電話番号住　　所施設名

１０名３３０３‐２２９５浜田山１‐２３‐１４
新美コーポ�こぶし保育室

２９名３３３８‐９６３４高円寺北２‐４１‐６マリア保育園
２０名３３１３‐８４０１梅里１‐２‐１５梅里保育園

１７名３３９８‐００８５天沼３‐２３‐２３
カーミリア荻窪１０６

保育室
コアラハウス

〈家庭福祉員〉
電話番号住　　所氏　名
３３２１‐８４１６和泉３‐１‐６羽鳥　法江
３３３４‐５６２３高井戸東３‐３‐３淺井　�俐子
３３３４‐０８７１久我山３‐３７‐２石井　美枝子
３３９１‐３７０３荻窪１‐３１‐６青山　順子
３３９９‐１２６９本天沼３‐１５‐１２村上　とし枝
３３９６‐９８０３今川２‐１‐１３鷹巣　優子
３３９６‐４３０９今川３‐１６‐９上田　和子
３３３３‐８８５１西荻南３‐１‐１２相原　幸枝
３３９５‐４５５０下井草４‐３４‐７福田　由利子

巻巻きき込込ままれれなないいたためめにに
うまい話にご用心

　昨年一年間、区の消費者センターには、３４４６件の相談が寄せられました。その内約７割は契約や販売に関する相談です。

私たち消費者は、「あの手、この手のうまい話」についうっかりのってしまいがち。不況も影響してか、相談件数は年々増加傾向にありま

す。区の消費者センターに寄せられた相談事例から消費者被害の実態と対応についてお知らせします。

《事例３》
　「アンケートに答えるだけで 痩 身エステが

そう

無料」と誘われ、体験後、強引にローンで高
額な化粧品を買わされた。バイト料だけなの
で支払いが大変。

《事例５》
　「健康食品を買って会員になり、知り合い
に売ったり、紹介するだけでお金になる」と
友人に誘われ、会員になったが健康食品は売
れず、紹介もできない。ローン返済のためサ
ラ金から借金をしてしまった。

《事例２》
　「ワープロ資格で高収入」の内職チラシを見
て申し込んだところ、最初、仕事に必要と教材
とワープロを買わされた。仕事で得られる収入
はわずかで教材などの支払いがきつい。

《事例４》
　「今なら布団のダニ取り３００円」と業者が
来訪。断り切れず頼んだら、高額な外国製の
掃除機を買わされた。重くて使いにくい。年
金生活で支払いも困難。

春の火災予防運動

３月１日�～７日�
まさかより
もしものための

火の用心

運動の重点
○住宅防火防災対策を進めよう
○放火されない・させない

環境づくりを進めよう
○地域の防火防災対策を

進めよう
○震災発生時の屋内における

安全空間づくりを進めよう
○事業所の防火防災対策を

進めよう

杉並・荻窪消防署

《事例１》
　「着物のモニターとして短時間仕事をする
だけで着物の代金を肩代わりする」と高額な
着物を次々買わされた。その後、会社から入
金がされなくなりローンが払えない。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
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〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

消消費費者者トトララブブルルにに

て
い
る
生
活
情
報
紙
「
く
ら
し

の
窓
す
ぎ
な
み
」
を
ご
存
じ
で

す
か
。
小
売
価
格
調
査
の
結
果

や
特
集
記
事
な
ど
、
く
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が
満
載
で
す
。

　

奇
数
月
の
１
日
発
行
で
、
消

費
者
セ
ン
タ
ー
、
区
役
所
出
張

所
、
図
書
館
、
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
、
区
内
各
駅
、
銀
行
な
ど

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

「
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ

た
。
解
約
し
た
い
」
と
思
っ
て

も
一
度
契
約
が
成
立
し
て
し
ま

う
と
原
則
と
し
て
一
方
的
に
取

り
消
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
商
品
知
識
や
情
報

量
の
差
か
ら
、
消
費
者
は
業
者

と
対
等
な
立
場
で
契
約
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
い
っ
た
ん
契
約
し

た
場
合
で
も
、
一
定
要
件
の
も

と
で
あ
れ
ば
、「
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
」
を
使
っ
て
契
約
を

解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日

を
含
め
て
八
日
以
内
に
書
面
で

購
入
先
に
解
約
通
知
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
代
金
の
返
金
や
商

品
を
引
き
取
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
通
知
の

書
き
方
（
下
記
／
書
き
方
例

参
照
）

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を

過
ぎ
て
も
話
し
合
い
に
よ
っ
て

解
決
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
契
約
上
の
ト

ラ
ブ
ル
の
ほ
か
に
も
商
品
の
安

全
性
や
品
質
、
機
能
な
ど
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
や
苦
情

は
、
お
気
軽
に
消
費
者
セ
ン
タ

ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門

の
相
談
員
が
親
身
に
対
応
し
ま

す
。

　

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
消
費

者
相
談
の
ほ
か
に
も
、
日
常
生

活
に
か
か
わ
り
の
深
い
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
講
座
の

開
催
や
資
料
の
提
供
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
発
行
し

区立消費者センター
阿佐谷南１―３６―４
�３３１４‐３６４３

相談専用
�３３１４‐３６２０
午前９時～午後４時

（土曜・日曜・祝日・１２月２９日～１月３日を除く）

　

群
馬
県
吾
妻
町
の
農
家
か

ら
り
ん
ご
の
木
を
一
年
間
レ

ン
タ
ル
し
、
そ
の
木
の
オ
ー

ナ
ー
に
な
る
の
が
「
レ
ン
タ

ア
ッ
プ
ル
」
で
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た
方
に

は
、
花
摘
み
（
５
月
中
旬
）

や
収
穫
（　

月
下
旬
）
を
楽

１０

し
ん
で
い
た
だ
き
、
り
ん
ご

の
木
の
育
成
を
通
し
て
、
農

家
と
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流
を

深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
（
花

摘
み
・
収
穫
以
外
の
作
業
は

栽
培
農
家
が
行
い
ま
す
）。

◇
募
集
内
容

　

【
対
象
】
区
内
在
住
の
方

【
品
種
お
よ
び
募
集
本
数
】

陽
光
一
〇
本
、
赤
城
一
〇
本

【
収
穫
最
低
保
障
】
陽
光
六

〇
個
、
赤
城
七
〇
個
【
年
間

レ
ン
タ
ア
ッ
プ
ル

り
ん
ご
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
に 

な
り
ま
せ
ん
か

契
約
金
額
】
陽
光
＝
一
万
五

〇
〇
〇
円
、
赤
城
＝
一
万
三

〇
〇
〇
円

☆

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
希
望
の
品
種
、
代
表
者

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
、
参
加
人
数
を
書
い

て
、
３
月　

日
（
必
着
）
ま

１０

で
に
す
ぎ
な
み
自
然
村
（
〒

　

‐
０
８
０
１
群
馬
県
吾
妻

３７７郡
吾
妻
町
原
町
４
３
９
９
）

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
す
ぎ
な

み
自
然
村
�
０
２
７
９
‐
６

８
‐
５
３
３
８
へ
。

��

353
17

145

353

145

四万温泉（約３０分）�

沢渡温泉（約２５分）�

薬王園（約２０分）�

高山温泉�
（約２５分）�

小野上温泉�
（約２５分）�

浅間隠山� 伊香保温泉�
（小野上経由　�
　　　　約４０分）�渋川･伊香保IC�

�

JR上越線�

JR吾妻線�

鯉沢�
交差点�

浅間隠�
温泉郷�
（約３０分）�

川原湯温泉�
（約３０分）�

倉渕温泉�
（約３０分）�

吾妻渓谷�
（約２５分）� 東温泉�

（約２０分）�

岩櫃城温泉�
（約１０分）�

榛名湖�
（約３０分）�

群馬天文台�
（約４０分）�

高崎� 練馬IC

渋川駅�

新潟�

沼田�

沼田�
岩櫃山�

すぎなみ自然村�
群馬県吾妻郡吾妻町�
原町岩櫃山4399

関
越
自
動
車
道�

中
之
条
駅�

群
馬
原
町
駅�

�列車利用…上野～群馬原町駅間、直通特急列車で約２時間。群馬原町駅からは送迎します。�
�車 利 用…練馬ＩＣ～自然村間、約１３５km。約２時間３０分。�

※（　）内は、自然村から車での所要時間です。�

上
野�

前
橋�

北
軽
井
沢�

知
っ
て
い
ま
す
か
?

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

◎
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
て
し
ま
っ
た
ら

◎
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

◎
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、 
諦 
め
ず

あ
き
ら

◎
生
活
情
報
が
満
載

　
「
く
ら
し
の
窓
す
ぎ
な
み
」

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

〈すぎなみ自然村近郊マップ〉

郵便はがき�

東
京
都
○
区
○
町
○
丁
目
○
番
○
号�

　
○
○
株
式
会
社�

　
　
代
表
取
締
役
○
○
○
様�

差
出
人
住
所�

　
　
　
氏
名�

　
○
○
年
○
月
○
日
、
貴
社
セ
ー
ル
ス
マ
ン�

○
○
氏
に
勧
め
ら
れ
、
○
○
○
の
購
入
契
約�

を
し
ま
し
た
が
解
約
い
た
し
ま
す
。�

支
払
済
の
○
○
円
を
直
ち
に
返
金
し
て
下
さ
い
。�

な
お
商
品
は
早
急
に
引
き
取
っ
て
下
さ
い
。�

○
年
○
月
○
日�

　
　
　
　
　
　
差
出
人
住
所�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
名�

○
○
株
式
会
社
代
表
取
締
役�

　
　
　
　
　
　
　
　
○
○
○
様�

｛�

｝�

氏名がわかれば�
書き入れます�

代金の一部又は全部を支払ったり、�
商品を受け取っている場合に書き�
　　　　　　　　　　　加えます�

ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
の
場
合
は
、
信
販
会
社
へ
も

次
の
よ
う
な
通
知
を
出
し
ま
す
。�

　
「
○
年
○
月
○
日
、
○
○
販
売
会
社
と
○
○

の
購
入
契
約
を
し
ま
し
た
が
、
解
約
し
ま
す
の

で
通
知
し
ま
す
」�

クーリング・オフ通知の書き方〔例〕�

※�

※
定
期
講
読
を
希
望
す
る
方
は

消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

く
ら
し
の
身
近
な
問
題
を
テ

ー
マ
と
し
た
消
費
者
講
座
、

「
自
立
し
た
消
費
者
」
の
育
成

を
目
指
し
た
特
別
消
費
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
の
内
容
は
ビ
デ
オ
に
収

め
て
貸
し
出
し
も
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

悪
質
販
売
に
よ
る
被
害
を
防

ぐ
た
め
の
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
相
談
事
例
集
「
く
ら
し
の
お

助
け
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
、
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
食
生
活
や
金

融
、
流
通
・
経
済
な
ど
、
生
活

す
る
う
え
で
役
立
つ
図
書
も
数

多
く
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
悪
徳
商

法
」、「
成
人
病
は
生
活
習
慣

病
」
な
ど
、
消
費
生
活
の
中
に

潜
む
問
題
を
取
り
上
げ
た
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
の
貸
し
出
し
を
し
て

い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
自
主
活
動
を
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
が
、
講
師
を
招
い

て
消
費
生
活
に
関
す
る
学
習
会

を
行
う
際
に
講
師
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
。
助
成
金
額
、
内
容

な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
会
、
町
会
な

ど
、
地
域
や
職
場
の
グ
ル
ー
プ

に
講
師
を
無
料
で
派
遣
し
ま

す
。【
内
容
】
悪
質
商
法
や
製
品

関
連
事
故
な
ど
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
の
講
義
や
ビ
デ
オ

の
上
映
、
食
品
添
加
物
に
つ
い

て
の
話
や
簡
単
な
実
験
な
ど
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

区区
立立
消消
費費
者者
セセ
ンン
タタ
ーー

◎
く
ら
し
に
役
立
つ
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
図

書
の
貸
し
出
し

◎
消
費
生
活
に
か
か
わ
る

　

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
貸
し
出
し

◎
グ
ル
ー
プ
学
習

　

講
師
の
費
用
を
助
成

◎
講
座
の
出
前
い
た
し
ま
す

　

講
師
を
無
料
で
派
遣

◎
消
費
者
講
座
・
特
別
消
費
者

講
座
の
開
催

すぎなみ
自然村

▼▲うまい話には思わぬトラブルも…
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●４

講
座
・

　

講
演

催
し

梅津和時さん

〈家族介護者教室〉
会　場講　師テーマ日　時

第二南陽園高齢者在宅
サービスセンター
 ���� �３３３４‐２１４０
高井戸西１‐１２‐１

第二南陽園
 �� 園長　川上　康雄

老人ホームを知る�
特別養護老人ホーム
「お話と見学」

３月８日�
午前１０時３０分
 ���� ～正午

南陽園高齢者在宅
サービスセンター
 ���� �３３３４‐２７４３
高井戸西１‐１２‐１

浴風会ケアハウス
 �� 園長　渡辺　正雄
在宅介護支援センター
 ���� 山野辺　邦子

老人ホームを知る�
ケアハウスと
介護支援センター

　　１７日�
午前１０時３０分
 ���� ～正午

※定員は、いずれも３０名。

〈手話講習会〉

定員内　容クラス日　時

５０名手話学習経験のない方向け初　級
４月８日～
 � １３年３月３日
毎週土曜日
午前１０時～正午

昼
間
部

４０名
手話学習経験１年程度の方
向け

中　級

３０名
手話学習経験２年以上の方
向け

上　級

５０名手話学習経験のない方向け初　級

４月１３日～
　１３年３月１日
毎週木曜日
午後７時～９時

夜
間
部

４０名
手話学習経験１年程度の方
向け

中　級

３０名
手話学習経験２年以上の方
向け

上　級

２０名中途失聴の方（後天的に聴
覚障害となった方）および
難聴の方

初
級

中
途
失
聴
・

 
�
� 
難
聴
者

２０名中
級

※夏季、年末年始などには休講する場合があります。

〈幼児食を楽しく作ってみませんか〉

会　場講　師内　容日　時

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）

四宮健康
グループ会員

簡単おやつ
３月１日�
午前１０時
 �� ～正午

幼児の食事
昼食会

　　１５日�
午前１０時
 �� ～正午

〈まちづくり助成99活動報告会・まちづくり博覧会〉

講　師内　　容時　間月　日

降旗　信一ネイチャーゲーム午後６時
 � ～８時３０分３月３日�

村上　美奈子講演「子どもと学校環
境」―杉十小の場合―

午前１０時
 ��� ～正午

　　４日� ―まちづくり助成９９
活動報告会

午後１時
 ��� ～５時

井上　赫郎まち博フォーラム午後５時３０分
 ��� ～７時

●往復ハガキには返信用
のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

�行事名
�住所
�氏名（フリガナ）
�年齢
�性別
�電話番号

（１人１枚）

　

【
日
時
】
４
月　

日
�
午
後

２２

６
時
開
演
（
５
時　

分
開
場
）

３０

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）【
料
金
】
全
席

２２

３２

指
定
・
三
五
〇
〇
円
（
友
の
会

割
引
あ
り
）【
前
売
開
始
】
２
月

　

日
�
午
後
１
時
【
内
容
】
第

２５１
部
＝
邦
楽
セ
ッ
シ
ョ
ン
／
第

２
部
＝
ス
ー
パ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

【
出
演
】
津
軽
三
味
線
＝
木
下

伸
市
、サ
ッ
ク
ス
＝
梅
津
和
時
、

和
太
鼓
＝
茂
戸
藤
浩
司
ほ
か

【
曲
目
】（
予
定
）
津
軽
じ
ょ
ん

か
ら
節
・
雷
光
ほ
か
【
チ
ケ
ッ

ト
の
お
求
め
】
◇
杉
並
区
文
化

振
興
協
会
（
初
日
は
電
話
予
約

の
み
）
◇
区
役
所
（
西
棟
二
階

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
区
役
所

内
店
）
い
ず
れ
も
、
月
〜
金

（
祝
日
は
除
く
）
午
前
９
時
〜

�
杉
並
区
文
化
振
興
協
会

津
軽
三
味
線
コ
ン
サ
ー
ト

木
下
伸
市
w
i
t
h
梅
津
和
時

�

午
後
５
時
◇
各
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
（
開
館
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
８
時
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
区
文

化
振
興
協
会
�
５
３
１
１
‐
７

０
３
５
へ
。

　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
】
左

表
の
と
お
り
【
会
場
】
セ
シ
オ

ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
�
杉
並
区

ま
ち
づ
く
り
公
社
�
３
２
２
０

‐
４
３
５
１
へ
。

※
４
日
は
託
児
あ
り
。
希
望
者

は
ハ
ガ
キ
（
２
月　

日
必

２９

着
）
で
申
し
込
み
を
。

　

障
害
の
あ
る
人
と
一
緒
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
（
区
後
援
）

　

【
日
時
】
３
月
５
日
�
午
後

１
時　

分（
１
時
開
場
）【
会
場
】

３０

杉
並
公
会
堂
（
上
荻
１
―　

―
２３

　

）【
内
容
】
杉
並
ろ
う
学
校
の

１５太
鼓
、
東
京
女
子
体
育
大
学
の

新
体
操
の
演
技
、
歌
手
・
佐
々

木
功
さ
ん
の
歌
な
ど【
入
場
料
】

小
学
生
以
上
五
〇
〇
円

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
者
の

住
み
よ
い
杉
並
を
つ
く
る
会
・

佐
藤
�
３
３
１
２
‐
３
１
７
９

へ
。

　

【
日
時
】
３
月
３
日
�
午
後

１
時　

分
〜
３
時　

分【
会
場
】

３０

３０

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５

―　

―
１
）【
内
容
】
健
康
ク
イ

２０
ズ
、お
菓
子
の
試
食（
実
費
）、体

操
な
ど
【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
保
健
セ

ン
タ
ー
�
３
３
９
１
‐
０
０
１

５
へ
。

　

杉
並
保
健
所
（
荻
窪
５
―　
２０

―
１
）
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
で
は
、
自
主
グ
ル
ー
プ
の
活

動
状
況
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交

流
、
精
神
保
健
に
つ
い
て
の
パ

ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
計
画

課
へ
。 

ま
ち
づ
く
り
助
成
�　

活
動
報
告
会

同
時
開
催

第
３
回
ま
ち
づ
く
り
博
覧
会

’９９

　

杉
並
お
や
じ
の
条
件
に
つ
い

て
、
み
な
さ
ん
と
ユ
ー
モ
ア
を

も
っ
て
議
論
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
後

１８

２
時
〜
【
会
場
】
高
井
戸
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３

―
７
―
５
）【
講
師
】
テ
レ
ビ
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
久
世
光
彦
さ

ん
【
対
象
】　

歳
代
く
ら
い
ま

５０

で
の
男
性
【
定
員
】
五
〇
名

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に

「
親
父
に
つ
い
て
の 
想 
い
」
も

お
も

一
言
書
い
て
、
３
月
３
日
（
必

着
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１

１６６

―　

―　

）
へ
。
フ
ァ
ク
ス
�

２２

３２

３
３
１
７
‐
６
６
２
０
で
の
申

し
込
み
も
可
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１
へ
。

　

治
療
法
や
病
院
に
つ
れ
て
い

く
時
期
、
日
ご
ろ
の
ス
キ
ン
ケ

ア
な
ど
、専
門
医
が
話
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
３
月
７
日
�
午
前

　

時　

分
〜
正
午
【
会
場
】
高

１０

３０

円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺 FAX

春
を
呼
ぶ
歌
の
つ
ど
い

健
康
づ
く
り
交
流
会

�
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

 

区
民
企
画
講
座

 
還 
っ
て
来
い
お
や
じ
�

か
えホ

ー
ム
ド
ラ
マ
に
見
る

お
や
じ
の
威
厳

�ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の

正
し
い
理
解
と
手
当

南
３
―　

―　

）【
講
師
】
東

２４

１５

邦
大
学
第
二
小
児
科
医
師
・
竹

下
由
紀
子
さ
ん
【
定
員
】
二
〇

名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
高
円
寺
保
健
セ
ン

タ
ー
�
３
３
１
１
‐
０
１
１
６

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。

　

【
日
時
・
内
容
】
左
表
の
と

お
り
【
会
場
】
障
害
者
福
祉
会

館
【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
高
校
生
以
上
の
方
【
参

加
費
】
無
料
（
教
材
費
は
自
己

負
担
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
希

望
ク
ラ
ス
（
昼
・
夜
間
部
別
）、

区
外
在
住
者
は
勤
務
先
ま
た
は

学
校
名
を
書
い
て
、
３
月　

日
１３

（
必
着
）
ま
で
に
障
害
者
福
祉

会
館
運
営
協
議
会
事
務
局
（
〒

　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東
４
―

１６８
　

―
５
）
へ
。
申
し
込
み
多
数

１０

の
場
合
は
、
初
級
は
抽
選
、

中
・
上
級
は
選
考
と
な
り
ま

す
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
局

�
３
３
３
２
‐
６
１
２
１
�
３

３
３
５
‐
３
５
８
１
へ
。

　

【
日
時
】
３
月
８
日
�
午
後

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
内

３０

３０

容
】
講
義
と
調
理
実
演
・
試
食

【
会
場
】
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー

（
荻
窪
５
―　

―
１
）【
対

２０

象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
荻
窪
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
１
‐
０
０
１
５

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。

　

生
ご
み
と
落
ち
葉
を
使
っ
て

の
堆
肥
づ
く
り
で
す
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
前

１０

　

時　

分
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

３０

【
会
場
】
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば

高
井
戸
【
定
員
】
四
〇
名
【
参

加
費
】
二
〇
〇
円
（
う
ち
資
料

FAX

代
一
〇
〇
円
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
、

２
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
リ

２９

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
〒

　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東
３
―

１６８７
―
４
）
へ
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ひ
ろ
ば

�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
へ
。

　

【
日
時
】
３
月
７
日
�
午
前

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
和
泉
保

１０健
セ
ン
タ
ー
（
和
泉
４
―　

―
５０

６
）【
内
容
】
講
義
＝
骨
粗
鬆
症

を
予
防
す
る
食
生
活
／
調
理
実

習
＝
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
メ

ニ
ュ
ー
の
紹
介
【
対
象
】
区
内

在
住
・
在
勤
の
方
【
定
員
】
二

五
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１

３
‐
９
３
３
１
へ
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。

　

【
日
時
・
内
容
・
会
場
】
左

表
の
と
お
り
【
対
象
】
区
内
在

教
室

�
障
害
者
福
祉
会
館

手
話
講
習
会

�

お
い
し
く
食
べ
て
予
防
す
る

高
血
圧

 
堆 
肥
づ
く
り
講
習
会

た
い

�
栄
養
・
健
康
講
座

骨
粗 
鬆

    

症
を
予
防
す
る
た
め
に

そ
し
ょ
う

�幼
児
食
を
楽
し
く

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

住
で
幼
児
の
保
護
者
【
定
員
】

二
〇
名
【
参
加
費
】
五
〇
〇
円

（
食
材
料
費
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

９
４
‐
１
２
１
２
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。　

　

【
日
時
・
会
場
・
テ
ー
マ
・

定
員
】
左
表
の
と
お
り
【
対

象
】
高
齢
者
介
護
に
関
心
の
あ

る
方
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
直
接
会
場
へ
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。

家
族
介
護
者
教
室

FAXによる
問い合わせは

本紙掲載の記事についてフ
ァクシミリでの問い合わせ
は、下記へ送信してくださ
い。広報課または担当の課
から回答します。

FAX．3312‐9911

木下伸市さん

行 事

久世光彦さん

�
杉
並
保
健
所

３
月
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

�
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掲示板

〈児童館・学童クラブ一覧〉

電話番号所　在　地施　設　名

３３１５‐０４３９阿佐谷南１－１４－８阿佐谷南児童館
３３３７‐７４８１阿佐谷北１－６－１４阿佐谷児童館
３３９８‐８７１７天沼１－６－２５天沼児童館
３３９０‐９６６６井草２－１５－１５井草児童館
３３９４‐５３０２今川３－３－１８今川児童館
３３２３‐６１０７和泉１－４４－２６新泉学童クラブ
３３１７‐１７１８和泉４－４４－６和泉北学童クラブ
３３２２‐６１４８永福２－６－１２永福南児童館
３３９１‐００１７荻窪２－４０－１荻窪児童館
３３９８‐００８１荻窪５－１７－８荻窪北児童館
３３９０‐２２２８上井草３－６－２４上井草児童館
３３９２‐２３５６上荻１－２０－１３上荻児童館
３３３１‐４１８０久我山５－１８－７久我山学童クラブ
３３１５‐１８０２高円寺南１－７－２２高円寺東児童館
３３１５‐０３９５高円寺南２－５２－２高円寺中央児童館
３３１５‐１８６６高円寺南３－２４－１５高円寺南児童館
３３３９‐２６２１高円寺北２－２－１８高円寺北児童館
３３３０‐０７９４高円寺北４－２－１７馬橋児童館
３３９５‐１５７３下井草１－２３－２３東原児童館
３３９６‐８８８８下井草３－１３－９下井草児童館
３３９９‐５１８５下井草４－２９－１２下井草第２学童クラブ
３３０４‐０２６０下高井戸４－１９－６下高井戸児童館
３３３４‐００６７松庵２－２３－３４松庵児童館
３３９６‐７９３６善福寺３－１３－１０善福寺北児童館
３３３２‐０４３８高井戸西１－１７－５高井戸西児童館
３３０４‐４７７３高井戸東１－１８－５上高井戸児童館
３３１５‐１８６５成田東２－１６－５成田児童館
３３９５‐３４６１西荻北１－９－５西荻北児童館
３３１７‐５１６６浜田山４－２１－３浜田山児童館
３３１７‐５１６６浜田山４－２３－１浜田山第２学童クラブ
３３２３‐６１０５方南１－５１－７方南児童館
３３１６‐５０９０堀ノ内１－９－２６堀ノ内南児童館
３３９５‐３８０３本天沼３－３４－３５本天沼児童館
３３１６‐９２９４松ノ木１－２－２６松ノ木小学童クラブ
３３１５‐６０２８松ノ木２－３３－６松ノ木児童館
３３３２‐０４３１宮前３－２９－６宮前北児童館
３３３２‐０４５５宮前４－１５－１３宮前児童館
３３９６‐４５２７桃井２－１０－９桃井児童館
３３８２‐０４００和田１－３８－１８和田中央児童館

プ
ロ
野
球
広
島
へ
入
団�

河
内

貴
哉
君�

（１８）�

か

わ

う

ち

�

た

か

や

�

フレッシュタウンすぎなみ

広報課・地域区民センターでビデ
オ貸出中（手話付は広報課・障害
者福祉会館にあります）
ジェイコム東京チャンネル２（杉並チ
ャンネル）にて放映中
　　　問い合わせは、広報課へ。

　「大好きな野球を職業としてやることを幸せに思
います。喜んで広島にお世話になります。」昨年の
ドラフト会議１位指名で広島に入団した河内貴哉君
（１８）は、会見でこのように発言し、そのひたむきな
姿は、野球ファンのみならず多くの人にさわやかな
印象を与えました。
　河内君は、井荻小学校３年生の時から野球を始め、
荻窪中学校では杉並シニアに入り、國學院久我山高
校に進んだいわば生粋の杉並っ子。野球を始めた当
時から、際だった実力をもっていました。
　高校時代、夢の甲子園出場は逃しましたが、その
時の悔しさをバネに「一日も早い一軍での活躍。チ
ャンスがあれば四年後のアテ
ネオリンピックにも挑戦した
い。できれば大リーグでもプ
レーしたい。」と夢を膨らませ
ています。
　私も子どもたちと楽しく野
球を続けながら、河内君がプ
ロ野球で活躍する日を楽しみ
に応援していきます。

　今年の秋から運行を目指している「杉
並区南北バス」。阿佐谷と浜田山を結
びます。阿佐谷南児童館の子どもたち
に、バスのデザインを見てもらいまし
た。「カッコイイ!」「あのバスきれいな
色!」「乗ってみたーい」と、皆楽しそ
うに、お気に入りのバスを選んでいま
した。子どもたちは、やっぱり乗り物
が大好き－－１月２７日写す。�

どのバスが好き？�

●情報をお寄せください／区内の催しや、楽しい情報をお待ちしています。�
●写っている方／希望者には写真を差し上げます。�
※広報課へご連絡ください。�

　

【
職
種
】
理
学
療
法
【
募
集

人
数
】
一
名
【
受
験
資
格
】
国

籍
を
問
わ
ず
、
昭
和　

年
４
月

３６

２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
理
学
療

法
士
の
免
許
を
お
持
ち
の
方
ま

た
は
取
得
見
込
み
の
方
【
勤
務

場
所
】
区
立
福
祉
施
設
【
選
考

日
お
よ
び
場
所
】３
月　

日
�
、

１７

集
合
時
間
・
会
場
等
詳
細
は
、

申
し
込
み
後
受
験
票
に
記
載
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
【
採
用
年

月
日
】
５
月
１
日
以
降

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
込

書
兼
履
歴
書
（
区
役
所
職
員
課

で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、郵
送
＝
３
月
７
日（
消

印
有
効
）
／
持
参
＝
３
月
８
日

ま
で
に
職
員
課
人
事
係
（
区
役

所
東
棟
五
階
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

　

【
勤
務
期
間
】
４
月
１
日
か

ら
一
年
間
（
一
年
単
位
で
二
回

ま
で
更
新
可
）【
勤
務
日
数
】

週
六
日
以
内
【
勤
務
時
間
】
火

〜
日
曜
日
の
午
後
０
時　

分
〜

１５

９
時　

分
（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

１５

に
よ
る
五
時
間
勤
務
）【
資
格
】

区
内
在
住
で
男
女
平
等
に
理
解

が
あ
る　

歳
以
下
の
方
【
報

５５

酬
】
時
給
一
〇
〇
〇
円
【
募
集

人
員
】
一
名
【
そ
の
他
】
交
通

費
支
給
（
一
万
円
を
限
度
）、
有

給
休
暇
あ
り

　

申
し
込
み
は
、
写
真
を
は
っ

た
履
歴
書
を
２
月　

日（
必
着
）

２９

ま
で
に
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ

ー
（
〒　

‐
０
０
５
１
１
荻
窪

１６７

１
―　

―
３
）
へ
郵
送
ま
た
は

５６

持
参
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
３
‐
４
４
１
０

へ
。

◇
児
童
館
臨
時
職
員

　

【
勤
務
時
間
等
】
４
月
３
日

〜
５
日
午
前
８
時　

分
〜　

時

３０

１０

　

分
ま
た
は
午
後
４
時　

分
〜

３０

１５

６
時　

分
の
い
ず
れ
か
【
募
集

１５

人
員
】
三
三
名
程
度
【
勤
務
内

容
】
児
童
指
導
補
助
【
報
酬
】

時
給
一
〇
六
〇
円
（　

年
度
実

１１

績
）

◇
学
童
ク
ラ
ブ
臨
時
職
員

　

【
勤
務
時
間
等
】
４
月
１
日

以
降
の
毎
週
月
曜
日
午
前
８
時

　

分
〜　

時　

分
ま
た
は
午
後

３０

１０

３０

４
時　

分
〜
６
時　

分
の
い
ず

１５

１５

れ
か（
二
カ
月
雇
用
。六
カ
月
を

限
度
に
一
回
更
新
可
）【
募
集
人

員
】
一
二
名
程
度
【
勤
務
内
容
】

児
童
指
導
補
助
【
報
酬
】
時
給

一
〇
六
〇
円
（　

年
度
実
績
）

１１

　

申
し
込
み
は
、
写
真
を
は
っ

た
履
歴
書
を
希
望
す
る
児
童

館
、
学
童
ク
ラ
ブ
（
右
下
表
）

へ
２
月　

日
〜
３
月　

日
（
必

２８

１５

着
）
の
間
に
郵
送
ま
た
は
持

参
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
選
考
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
各
児
童
館

ま
た
は
児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー

�
３
３
９
３
‐
４
７
６
０
へ
。

※
採
用
時
、
社
会
保
険
適
用
除

外
承
認
書
が
必
要
で
す
。

　

保
護
者
が
仕
事
の
た
め
保
育

で
き
な
い
児
童
を
保
育
す
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

　

【
資
格
】
次
の
�
〜
�
す
べ

て
を
満
た
す
方
�
心
身
健
康
で

児
童
養
育
経
験
を
持
ち
、
現
在

小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が

な
く
保
育
に
専
念
で
き
る
方
�

区
内
在
住
で
４
月
１
日
現
在　
５５

歳
以
下
の
方
�
九
・
九
�
（
六

畳
）
以
上
で
採
光
と
換
気
に
優

れ
た
保
育
専
用
の
部
屋
が
自
宅

（
原
則
と
し
て
一
階
）
に
あ
る

方
�
保
育
士
、
看
護
婦
、
助
産

婦
、
教
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
お
持
ち
の
方
【
保
育
時
間
】

日
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時
（
時
間
外
保

３０育
あ
り
）
で
、
毎
日
【
保
育
内

容
】
保
護
者
と
直
接
契
約
。
預

か
る
児
童
は
生
後
６
週
間
以
上

３
歳
未
満
を
三
名
ま
で
【
募
集

人
員
】
若
干
名

　

申
し
込
み
は
、
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
・
志
望
動
機
、

裏
面
に
保
育
専
用
室
の
見
取
り

図
（
広
さ
・
階
数
お
よ
び
避
難

経
路
も
明
記
）
を
書
い
て
、
３

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
保
育

１７
課
指
導
係（
区
役
所
東
棟
三
階
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
書
類
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

※
書
類
選
考
の
う
え
、
面
接
該

当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

　

活
発
で
安
全
な
在
宅
生
活
を

続
け
る
た
め
に
、
理
学
療
法
士

や
作
業
療
法
士
が
基
本
動
作
や

日
常
生
活
動
作
、
転
倒
予
防
な

ど
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

【
通
所
期
間
】
４
月
〜
９
月

の
六
カ
月
間
【
会
場
】
荻
窪
保

健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―　

―
２０

１
）、高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
分

室
（
高
円
寺
南
３
―　

―
５
）

２９

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）

【
通
所
回
数
・
定
員
・
対
象
】

　

歳
以
上
の
区
民
で
、
介
護
保

４０険
で
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方
（
各
会
場

と
も
週
一
回
＝
一
〇
名
）
お
よ

び
退
院
後
半
年
程
度
の
方
（
各

会
場
と
も
週
二
回
＝
一
〇
名
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
保
健
計
画
課
へ
。

　

障
害
者
の
仕
事
を
手
伝
う
協

力
員
と
、
就
労
を
支
援
す
る
雇

用
支
援
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
協
力
員

　

【
内
容
】
自
動
車
の
運
転
、

喫
茶
店
で
の
簡
単
な
調
理
技
術

指
導
・
補
助
（
土
・
日
曜
日
で

き
る
方
）、
自
転
車
リ
サ
イ
ク

ル
、
製
品
の
検
品
、
印
刷
機
械

操
作
補
助
な
ど

◇
雇
用
支
援
者

　

【
内
容
】
訓
練
対
象
者
（
職

業
準
備
訓
練
や
職
場
実
習
を
し

て
い
る
障
害
者
）の
訓
練
補
助
、

相
談
、
職
場
へ
の
同
行
・
訪
問

な
ど

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
�
杉
並
区
障
害
者
雇
用
支

援
事
業
団
（
善
福
寺
１
―　

―
１１

　

）
�
５
３
８
２
‐
２
０
８
１

１１へ
。

杉
並
区
職
員

機
能
訓
練（
リ
ハ
ビ
リ
教
室
）

通
所
者

�
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

�

家
庭
福
祉
員

�
�
杉
並
区
障
害
者

雇
用
支
援
事
業
団

協
力
員
と
雇
用
支
援
者

�

児
童
館
・
学
童
ク
ラ
ブ

臨
時
職
員

井荻小少年野球部監督　二村好彦さん談

二村好彦さん

がんばれ�河内貴哉君
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●都民体育大会予選会
◇アーチェリー
【日時・会場】�１次＝３月１２日（日）上井草スポーツセンター弓道場（上井草
３‐３４‐１）�２次＝４月２日（日）葛飾区スポーツセンターアーチェリー場
（葛飾区奥戸７‐１７‐１）／いずれも午前９時～午後５時【対象】区内在住・在
勤・在学の方でスポーツ傷害保険などに加入している方【参加費】１人２００円
（当日会場で納入）【申込み】当日会場で受付【問合せ】区アーチェリー協会・
小杉�３３９０‐６８３９（午後８時～１０時）へ

◇気軽にフィットネス
　【日時】３月２日�午前９時～１１時【会場】上井草スポーツセンタートレーニ
ングルーム【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】３０名（先着順）【参加
費】無料（入場料として４００円）【申込み・問合せ】同スポーツセンター（〒１６７
‐００２３上井草３‐３４‐１�３３９０‐５７０７）【備考】セミナー開催中は、一般利用は
できません
◇フィットネスセミナー健康度測定コース
　運動機能（筋力・瞬発力・全身持久力・敏しょう性・平衡性・柔軟性）を測定
し、体力年齢を算出します。
　【日時】３月２２日��午後１時～１時３０分�午後１時４５分～２時１５分�午後２
時３０分～３時【会場】上井草スポーツセンタートレーニングルーム【対象】区内
在住・在勤・在学の方【定員】１２名【参加費】無料（入場料として４００円）【申込
み・問合せ】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）に希望する時間帯も書いて、
３月７日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐
１�３３９０‐５７０７）へ。申し込み多数の場合は、抽選【備考】セミナー開催中は、
一般利用はできません

　

飼
い
犬
は
一
生
に
一
度
登
録

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

登
録
す
る
と
保
健
所
は
、
小
判

型
を
し
た
銀
色
の
「
鑑
札
」
を

交
付
し
ま
す
。「
鑑
札
」
は
登
録

を
し
た
証
明
で
、
飼
い
犬
に
付

け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

保
健
所
で
は
、
鑑
札
の
番
号

か
ら
飼
い
主
、
犬
の
種
類
な
ど

を
判
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
鑑
札
の
記
号
か
ら

区
市
町
村
が
す
ぐ
に
判
明
す
る

の
で
、
区
外
で
保
護
さ
れ
て
も

保
健
所
を
経
由
し
、
す
ぐ
に
飼

い
主
へ
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

毎
年
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射

の
後
に
交
付
す
る
「
予
防
注
射

済
票
」
も
鑑
札
と
同
様
、
飼
い

犬
に
付
け
て
お
く
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
注
射
済

票
の
番
号
か
ら
、
保
健
所
で
飼

い
主
が
判
明
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
注
射
済
票
は
毎
年
交
付
さ

れ
る
た
め
、
最
新
の
年
度
の
も

の
で
な
い
と
飼
い
主
へ
の
連
絡

が
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

鑑
札
も
注
射
済
票
も
、
紛
失

し
た
と
き
は
必
ず
再
交
付
を
受

け
て
下
さ
い
。

　

平
成　

年
度
に
届
け
の
あ
っ

１０

た
犬
の
失
踪
・
迷
い
込
み
の
件

数
は
、四
七
一
件
あ
り
ま
し
た
。

　

明
ら
か

に
飼
い
犬

だ
と
わ
か

っ
て
い
て

も
、
迷
い

込
ん
だ
家

で
保
護
し

き
れ
ず
に

動
物
保
護

セ
ン
タ
ー

に
引
き
取
り
に
出
さ
れ
て
し
ま

い
、
処
分
の
対
象
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
「
た
ま
に
逃
げ
出
す
が
、ひ
と

り
で
ち
ゃ
ん
と
帰
っ
て
く
る
」

と
い
う
飼
い
主
の
方
が
い
ま
す

が
、
絶
対
に
そ
う
い
う
こ
と
が

お
き
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
散
歩
の
時
や
、
た
と
え
家

の
敷
地
内
で
あ
っ
て
も
綱
や
鎖

で
し
っ
か
り
と
つ
な
い
で
お
き

ま
し
ょ
う
。
交
通
事
故
や 
咬 
傷

こ
う

事
故
の
防
止
に
も
な
り
ま
す
。

　

も
し
も
飼
い
犬
が
逃
げ
て
し

ま
っ
た
ら
、
保
健
所
、
警
察
、

東
京
都
動
物
保
護
相
談
セ
ン
タ

ー
�
３
３
０
２
‐
３
５
０
７
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

迷
子
の
犬
を
保
護
し
た
方
も

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
保
健

所
生
活
衛
生
課
管
理
係
（
荻
窪

５
―　

―
１
）
�
３
３
９
１
‐

２０

１
９
９
１
へ
。

付
け
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　

愛
犬
の
迷
子
札

最
近
、
飼
い
犬
の
失
踪
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
、
非
常
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
犬
に
鑑
札
と
注
射
済
票
が
付
い
て
い
れ

ば
、
番
号
か
ら
飼
い
主
へ
す
ぐ
に
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
月
８
日
、
区
内
の
放
置
自

転
車
五
〇
台
が
パ
ナ
マ
の
慈
善

団
体
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年　

月
、
パ
ナ
マ
側
か
ら

１２

「
田
舎
の
通
勤
通
学
者
の
た
め

に
、
中
古
の
自
転
車
を
寄
贈
し

て
ほ
し
い
」
と
大
使
館
を
通
じ

て
杉
並
区
へ
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

区
が
昨
年
撤
去
し
た
放
置
自

転
車
は
お
よ
そ
六
万
台
。
そ
の

う
ち
引
き
取
り
手
の
な
い
も
の

は
一
万
六
〇
〇
〇
台
に
も
な
り

ま
す
。
�
杉
並
区
障
害
者
雇
用

支
援
事
業
団
が
再
生
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
自
転
車
の
約
一
〇
〇
〇

台
以
外
は
、
資
源
と
し
て
再
利

用
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
自
転
車
集
積
所
に
あ

る
持
ち
主
が
現
れ
な
か
っ
た
自

転
車
の
中
か
ら
、
程
度
の
良
い

も
の
を
五
〇
台
選
び
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
に
行
わ
れ
た
贈
呈

式
で
は
、
ラ
ウ
ル
・
ア
ダ
ム
ス

在
日
大
使
に
目
録
が
渡
さ
れ
、

見
本
の
自
転
車
を
前
に
大
使

は
、「
杉
並
区
の
ご
厚
意
に
深
く

感
謝
し
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

自
転
車
は
、
船
に
積
み
込
ま

れ
、
２
月　

日
パ
ナ
マ
に
向
け

１０

て
出
航
し
、
３
月　

日
こ
ろ
到

１１

着
す
る
予
定
で
す
。

放
置
自
転
車
パ
ナ
マ
へ

　

介
護
保
険
法
の
円
滑
な
実
施

に
向
け
て
政
府
は
特
別
対
策
を

発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
区

は
、
次
の
内
容
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。

◇
対
象
者
お
よ
び
軽
減
率

　

次
の
�
〜
�
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
方
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、

利
用
者
負
担
が
利
用
料
の
３
％

に
軽
減
さ
れ
ま
す
（
通
常
は　
１０

％
）。

�
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
申

請
を
し
て
「
要
介
護
」
ま
た
は

「
要
支
援
」
の
認
定
を
受
け
て

い
る

�
属
す
る
世
帯
の
生
計
中
心
者

が
所
得
税
を
課
税
さ
れ
て
い
な

い�
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま

る
�
平
成　

年
４
月
か
ら
平
成

１１

　

年
３
月
の
一
年
間
に
、
高
齢

１２者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
実
績
が
あ
る　

歳
以
上
の

６５

方
�　

歳
到
達
前
の
お
お
む
ね

６５

一
年
間
に
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
実
績
が

あ
る　

歳
以
上
の
方
�　

歳
か

６５

４０

ら　

歳
ま
で
の
方

６４

　

問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保
険

相
談
窓
口
へ
。

　

区
で
は
、
災
害
時
に
備
え
て

農
協
（
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
）
と
災

害
時
に
お
け
る
協
力
協
定
を
結

び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
災
害
時
に
必
要
な
仮
設
住
宅

を
建
設
す
る
用
地
と
し
て
、
農

協
組
合
員
の
所
有
す
る
生
産
緑

地
を
仲
介
す
る
。

▽
区
内
で
収
穫
さ
れ
た
農
産
物

を
救
援
物
資
と
し
て
提
供
す

る
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
区
は
医
師

会
、
公
衆
浴
場
組
合
な
ど
、
一

七
の
団
体
と
災
害
時
に
お
け
る

協
力
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ト
ル
コ
、
台
湾
で

大
地
震
が
発
生
し
、
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
五
年
が
た
ち
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
大
災
害
が
、

い
つ
起
き
る
と
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。
一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
備

え
て
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
課

へ
。

★
荻
窪
警
察
署

　

青
梅
街
道
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

変
移
シ
ス
テ
ム
の
開
始
に
つ

い
て

　

バ
ス
の
利
便
と
一
般
交
通
の

渋
滞
防
止
並
び
に
交
通
事
故
防

止
を
図
る
た
め
、
朝
の
一
定
時

間
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
下
り

車
線
へ
移
行
し
、
上
り
線
が
一

車
線
増
え
て
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

側
が
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
に
な
り

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

【
変
移
開
始
日
】
２
月　

日
２８

（
予
定
）【
変
移
時
間
】午
前
７
時

〜
９
時
ま
で
（
日
曜
・
休
日
を

除
く
）【
変
移
場
所
】青
梅
街
道
・

杉
並
公
会
堂
〜
Ｊ
Ｒ
荻
窪
駅
北

口
ま
で
の
約
三
五
〇
�
（
天
沼

３
丁
目　

番
〜
４
番
ま
で
）

１２

　

問
い
合
わ
せ
は
、
荻
窪
警
察

署
交
通
課
�
３
３
９
７
‐
０
１

１
０
内
線
２
２
５
へ
。

★
ち
ぎ
り
絵
教
室

　

【
日
時
】
３
月
９
日
・　

日
・

１６

　

日
の
午
後
１
時　

分
〜
３
時

２３

３０

　

分
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
・
計

３０三
回
）【
会
場
】
荻
窪
郵
便
局

【
定
員
】
四
〇
名
【
受
講
料
】

無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
と
し

て
毎
回
一
二
〇
〇
円
）【
申
し

み
・
問
合
せ
】
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
２
月　

日
（
消
印
有
効
）

２７

ま
で
に
荻
窪
郵
便
局
（
〒　

‐
１６７

８
７
９
９
桃
井
２
―
３
―
２
）

総
務
課
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
係
�

３
３
０
１
‐
５
５
１
３
へ

★
労
働
法
セ
ミ
ナ
ー

　

労
働
環
境
や
家
庭
生
活
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
、
配
置
転

換
や
出
向
の
業
務
命
令
の
効
力

介
護
保
険

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
の
軽
減
措
置

情 報

と
限
界
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
�
、　

２８

２９

日
�
の
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜

４
時
【
会
場
】
東
京
都
三
鷹
労

政
会
館
（
〒　

‐
０
０
１
３
三

１８１

鷹
市
下
連
雀
４
―　

―　

）

１７

２３

【
内
容
】　

日
＝
判
例
に
見
る

２８

業
務
命
令
の
効
力
／　

日
＝
分

２９

社
化
・
営
業
譲
渡
に
伴
う
転
籍

等
の
労
働
移
動
へ
の
対
応
【
講

師
】
明
治
大
学
講
師
・
山
崎
文

夫
さ
ん
【
申
込
み
・
問
合
せ
】

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
東
京
都
三

鷹
労
政
事
務
所
�
０
４
２
２
‐

４
７
‐
８
２
３
１
�
０
４
２
２

‐
４
２
‐
９
４
７
５
へ

FAX

★
献
血
の
お
知
ら
せ

　

【
日
時
】
３
月
８
日
�
午
前

　

時
〜　

時　

分
／
午
後
０
時

１０

１１

３０

　

分
〜
３
時　

分
【
会
場
】
杉

３０

３０

並
郵
便
局
三
階
会
議
室
【
問
合

せ
】
杉
並
郵
便
局
総
務
課
（
成

田
東
４
―　

―　

�
３
３
１
３

３８

１４

‐
２
２
４
１
）
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

と
て
も
重
要
な
鑑
札

注
射
済
票
は
毎
年
変
わ
り
ま
す

飼
い
犬
に

悲
し
い
思
い
を
さ
せ
な
い
で

飼
い
犬
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
ら

スポーツ� �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

情 報

農
協
と
災
害
時
に
お
け
る

協
力
協
定
を
結
び
ま
し
た

競技大会

スポーツ教室　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

「杉並区環境行動指針（中間のまとめ）」をお知らせします。 � 問い合わせは、環境保全課庶務係へ。

　

区
は
、
平
成
８
年
３
月
に
策

定
し
た
「
杉
並
区
環
境
基
本
計

画
」
の
中
で
、
環
境
を
守
り
、

よ
り
良
い
も
の
と
し
て
い
く
た

め
に
、
区
民
、
事
業
者
、
区
が

取
り
組
む
べ
き
行
動
（
環
境
配

慮
行
動
）
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
定
め
る
区
民
、

事
業
者
が
取
り
組
む
べ
き
行
動

を
よ
り
具
体
的
に
わ
か
り
や
す

く
表
現
す
る
こ
と
で
、
環
境
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
行
動
す

る
う
え
で
の
指
針
と
し
て
、

「
杉
並
区
環
境
行
動
指
針
」
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
平
成　

年　

月
か

１１

１０

ら
区
民
や
事
業
者
に
よ
る
「
杉

並
区
環
境
行
動
指
針
を
考
え
る

区
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
つ
く

り
、
そ
の
中
で
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
内
容
は
、「
杉
並
区
環
境

行
動
指
針
中
間
の
ま
と
め
」
で

す
。

　

区
民
編
、
事
業
者
編
そ
れ
ぞ

れ
に
、「
五
つ
の
基
本
目
標
一

四
の
実
践
」
と
し
て
ま
と
め
、

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
行

動
を
具
体
的
に
示
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
「
中
間
の
ま
と
め
」
に

対
す
る
皆
さ
ん
の
、
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
で
き
る

だ
け
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
可
能
な
限
り
指
針
の
中
に

反
映
し
て
い
き
ま
す
。
手
紙
・

フ
ァ
ク
ス
・
電
話
な
ど
で
３
月

　

日
�
（
必
着
）
ま
で
に
お
寄

１５せ
く
だ
さ
い
。

※「
中
間
の
ま
と
め
」
の
冊
子

は
環
境
保
全
課
窓
口
及
び
各

出
張
所
で
、
閲
覧
で
き
ま

す
。
ま
た
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
杉
並
デ
ー
タ
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
の
各
種
報
告
書
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

ご意見はこちらに
環境保全課庶務係

〒１６６‐００１５成田東５－３５－１５
　　　　　　ザ・プラザＦビル
�３３１２‐２１１１（区代表）

FAX５３９７‐９１３６

■環境先進都市をめざして―皆さんの考えをお聞かせください！

地球にやさしい環境づくり�

杉並区環境行動指針(中間のまとめ)抜粋
「環境問題は私たちのこと、できることから実行しよう」

5つの基本目標14の実践

区　民　編

１ 　事業者、区とともに環境を考えるまちをつくる
① 　環境について、学習し、知識を深める
　ア　家庭や地域で環境について話し合う。
　イ　植物や虫、鳥などが生きている生態系を知り、自然に対する理解を深
　　　める。
②　環境をよくするための活動をする
　ア　環境保全のために事業者、行政や区民相互で交流し、情報を交換す　
　　　る。
２　 みどりや花を育て、自然を守るまちをつくる
①　みどりを守り、育てる
　ア　みどりや自然環境を守るための地域活動に積極的に参加・協力する。
　イ　公園や道路の樹木、花壇を大切にする。
②　多様な生物が住める環境を守る
　ア　花や実のなる木を植えたり、池をつくり、野鳥や昆虫などがくる環境
　　　をつくる。
　イ　大きな木や農地を大切にする。
３　魅力ある快適なまちなみのまちをつくる
①   景観を考えたまちをつくる
　ア　家は、構造や外観が周辺のまちなみに調和するように建てる。
②　清潔で美しいまちをつくる
　ア　たばこ、空き缶、ペットボトルなどのごみの投げ捨てをしない。
　イ　ごみは、ルール通りに分別して、収集日に集積所に出す。
③　お互いの暮らしを大切にする
　ア　振動、騒音、悪臭などを発生させないようにする。
　イ　自動車やバイク、自転車は、指定場所以外に駐車・駐輪しない。　
４ 　公害のないさわやかなまちをつくる
① 　大気を守る
　ア　できるだけ公共輸送機関や自転車を利用する。
　イ　車の急発進や空ぶかし、不要なアイドリングはやめ、不要な荷物を積
　　　まない。
②　河川や土壌を守る
　ア　家庭用洗剤は、適量を守って使う。
　イ　公園や河川にごみを捨てない。
③　有害なごみを出さない暮らしをする
　ア　ペットボトル、トレイなどプラスチック類の使用を控え、ごみを減ら

す。
　イ　ごみとして収集できないものは、必要な量だけ買い、ごみに出さな　
　　　い。
５　地球環境に配慮する資源循環型のまちをつくる
①　エネルギーを大切にする
　ア　こまめに消灯し、長時間使用しない電気器具のコンセントは抜くか、
　　　主電源を切る。
　イ　冷暖房温度は、控え目に設定する。
②　水を大切にする
　ア　調節バルブを絞ったり、節水コマを利用するとともに、蛇口はこまめ
　　　に止める。
　イ　風呂の残り湯は、洗濯や掃除に使う。
③　環境にやさしい買い物をする
　ア　買い物袋を持参し、レジ袋や無駄な包装は断る。
　イ　再生品やエコ商品を選ぶ。
④　リサイクルを進め、ごみを減らす
　ア　古紙、缶、びんは資源の日に出す。
　イ　ペットボトル、トレイ、紙パック、古布などは店頭回収や拠点回収な

どに出す。
　

事　業　者　編

１ 　区民、区とともに環境を考えるまちをつくる
�　環境について、学習し、知識を深める
　ア　自分たちの事業が、環境にどう影響を与えているか正しく理解する。
　イ　環境に関する研修、講演会を実施するなどし、従業員の意識啓発に努
　　　める。
� 　環境をよくするための活動をする
　ア　環境保全のために区民、行政や事業者相互で交流し、情報を交換す　
　　　る。
　イ　製品、商品の安全性、エネルギーなどに関する情報を提供するととも
　　　に、消費者の相談に応じる。
２ 　みどりや花を育て、自然を守るまちをつくる
� 　みどりを守り、育てる
　ア　みどりや自然環境を守るための地域活動に積極的に参加・協力する。
　イ　社屋、駐車場、社宅などの敷地内の自然環境に配慮する。
� 　多様な生物が住める環境を守る
　ア　花や実のなる木を植えたり、池をつくり、野鳥や昆虫などがくる環境
　　　をつくる。
　イ　緑地や樹木を大切にする。
３ 　魅力ある快適なまちなみのまちをつくる
� 　景観を考えたまちをつくる
　ア　建物、駐車場、看板などは、構造や外観が周辺のまちなみに調和する
　　　ように計画する。
� 　清潔で美しいまちをつくる
　ア　事業所の周辺をきれいにする。
　イ　商品、看板などで道路を許可なく使わない。
③ 　地域に配慮した事業活動をする
　ア　振動、騒音、悪臭などを発生させないようにする。
　イ　荷下ろしなどは、周囲の迷惑とならないようにする。
４ 　公害のないさわやかなまちをつくる
�　大気を守る　
　ア　自動車は、燃費がよく、より低公害なものを選ぶ。
　イ　ごみを焼却炉などで燃やさない。
�　河川や土壌を守る
　ア　有害物質は、適正に使用し、保管・管理を確実に行う。
　イ　排水、廃油処理などは適正に行う。
③　廃棄するときのことを考えに入れ、事業活動をする
　ア　有害物・危険物などの処理を適正に行い、ごみに出さない。
　イ　資源化できないごみは、可燃と不燃、粗大ごみにきちんと分けシール
　　　をはって出す。
５ 　地球環境に配慮する資源循環型のまちをつくる
� 　エネルギーを大切にする
　ア　照明、エレベーター、エスカレーターなどを適正に管理し、節電す　
　　　る。
　イ　冷暖房温度は、控え目に設定する。
�　水を大切にする
　ア　調節バルブを絞ったり、節水コマを利用するとともに、蛇口はこまめ
　　　に止める。
　イ　事業所内で、雨水や再利用水を有効に活用する。
③ 　環境にやさしいものをつくり、販売する
　ア　再生品やエコ商品をＰＲし、販売する。
　イ　商品の簡易包装、ノー包装を推進する。
�　リサイクルを進め、ごみを減らす
　ア　空き容器や梱包材などのリサイクルに努める。
　イ　再生品やエコ商品を活用する。
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休日などの急病診療など
夜間・土曜・日曜・祝日などに急病のときはまずお電
話でご相談ください。

●平日の夜間…午後７時～午後９時３０分
　※小児科のみ
●土　　　曜…午後１時～午後９時３０分
●日曜・祝日…午前９時～午後９時３０分

●日曜・祝日…午前９時～午後４時

●平日の夜間…午後７時～午後１０時
●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

�3391－1599外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科

�339８－５６６６歯 科

�3391－５５３９調 剤 薬 局

�

�

�

◆3月の各種健康相談◆
和泉保健センター上井草保健センター高円寺保健センター高井戸保健センター荻窪保健センター

９・２３日
午前９時～１０時３０分

７・１４日
午前９時～１０時３０分

８・２２日
午前９時～１０時３０分

６・２１日
午前１０時～１１時

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

無料健康相談（検査は有料）
直接会場へ
※診断書発行業務は保健予防課
（予約専用�３３９１－００３７）へ。

１３日
午後１時１５分～２時

２２日
午前９時３０分～１０時３０分

８日・高南５丁目会館
１５日・和田堀会館　　
午後１時１５分～

１７日
午後１時３０分～

子育てに関する相談（計測）・
子育て交流

７・１４・２１・２８日６・１３・※２４・２７日２・９・１６日６・１３・２７・３１日母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時　※高円寺保健センター（２４日のみ午後１時～）

２８日(事前申込制)２７日(直接会場へ) ２３日（事前申込制）３１日(事前申込制)
パパ・ママ学級

午後１時３０分～４時
１６日

午後１時３０分～３時３０分
１６日

午後１時～２時
１０日

午後１時３０分～３時３０分
９日

午前１０時３０分～正午
２７日

午後１時３０分～３時３０分
離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１３日午後１時１５分～２時３０分
２１日午前９時～１０時３０分　

８・２２日
午前９時～１０時３０分

８・１５日
午前９時～１０時３０分

１３・２７日
午前９時～１０時３０分

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります。

１３日(電話で予約を)
午後１時１５分～３時

２日(電話で予約を)
午後１時１５分～３時

２１日(電話で予約を)
午後１時１５分～３時歯科総合相談日（無料）

３月の歯の健康相談はお休みです歯の健康相談（無料）
杉並区歯科医師会

２日
午後１時３０分～

２日
午後１時３０分～

２４日
午後１時３０分～

１日
午後２時～

９日
午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約

１６日
午後１時３０分～

２７日
午前９時～

３・１０・１７日
午後１時３０分～

　８日午後１時３０分～　
２８日午前９時３０分～

１６・２３日
午後１時３０分～精神保健相談（無料）…電話予約

　

申
し
込
み
は
、
専
用
往
復
ハ

ガ
キ
（
区
役
所
、
出
張
所
、
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
、
区
民
集
会

所
、
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
高

齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
）
に
記
入
し
、
３
月
１

日
〜　

日
（
必
着
）
ま
で
に
郵

１５

送
ま
た
は
持
参
を
。
期
間
外
に

届
い
た
も
の
と
重
複
申
し
込
み

は
無
効
で
す
。

　

３
月　

日
に
抽
選
し
、
月
末

２１

に
結
果
（
当
選
者
に
は
使
用
承

認
書
）
を
通
知
し
ま
す
。

※
５
月
の
休
業
日
は
、
湯
河
原

す
ぎ
な
み
荘
＝
９
日
〜　
１１

日
、
す
ぎ
な
み
自
然
村
＝　
１６

日
〜　

日
で
す
。

１８

◇
４
月
の
湯
河
原
す
ぎ
な
み
荘

　

と
す
ぎ
な
み
自
然
村
の

　

空
室
の
受
け
付
け

　

３
月
１
日
か
ら
利
用
日
の
前

日
ま
で
、
電
話
ま
た
は
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
（
た
だ
し
、
前

日
お
よ
び
前
々
日
は
、
施
設
の

都
合
で
ご
利
用
に
な
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
）。空
室
状
況
を

お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

予
約
が
取
れ
た
方
に
は
、
使

用
承
認
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

そ
の
後
の
手
続
き
は
、
通
常
の

申
し
込
み
と
同
じ
で
す
。

◇
す
ぎ
な
み
自
然
村
の

　

団
体
利
用
の
申
し
込
み

　

９
月
の
団
体
利
用
（
二
〇
〜

六
〇
名
）
の
申
し
込
み
は
、
３

月
１
日
か
ら
使
用
代
表
者
が
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

（
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
）。

　

申
し
込
み
（
学
校
使
用
日
以

外
）
は
、
３
月　

日
か
ら
使
用

１０

日
の
前
日
ま
で
、
電
話
ま
た
は

窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。な
お
、

３
月　

日
は
電
話
の
み
の
受
け

１０

付
け
（
受
付
順
）
と
な
り
ま
す
。

　

予
約
が
取
れ
た
方
に
は
、
使

用
承
認
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

◇
４
月
の
休
館
日

▽
弓
ケ
浜
学
園
＝
４
日
〜
６
日

　

使
用
の
取
り
消
し
や
変
更
は

早
め
に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

各
施
設
の
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
は
、
窓
口
・
電
話
と
も
、

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
杉
並
区

役
所
内
店（
区
役
所
西
棟
二
階
）

�
３
３
１
２
‐
６
４
３
１
（
直

通
）
へ
（
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時
。
土
曜
、
日
曜
、
祝
日

は
除
く
）。

※
交
通
機
関
の
予
約
や
旅
行
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

〈施設の料金〉（大人＝１２歳以上、子ども＝３歳～１１歳）

料金（カッコ内は減額料金）
施　　　　設

子ども大　人

３３００円（２４００円）５６００円（３８００円）１泊２食つきす　ぎ　な　み　荘  （神奈川県湯河原町）

３３００円（２４００円）５６００円（３８００円）１泊２食つき本　　　館

すぎなみ自然村
 ��� （群馬県吾妻町）

１棟１泊＝１８００円
（ピアノ付の棟＝２４００円）基本料金

ログハウス
１８００円 （９００円）３６００円（１８００円）１泊食事なし

３３００円（２４００円）５０００円（３５００円）１泊２食つき菅　平　学　園 � （長野県菅平高原）
富　士　学　園 �� （山梨県忍野村）

校
外
施
設 ２７００円（２１００円）４４００円（３２００円）１泊２食つき弓ケ浜学園 � （静岡県南伊豆町）

２７００円（２１００円）４４００円（３２００円）１泊２食つき教職員研修所｢秋川荘｣
 ������� (あきる野市五日市)

（注）１．区民で、６５歳以上の方は健康保険証等を、身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手
帳・愛の手帳をお持ちの方は、手帳を現地施設のフロントに提示すると料金が減額に
なります（コピー可・提示がないと通常料金）。２．自然村のログハウス使用者で食事
（２０００円増）を希望する方は、申請時に申し出てください。３．菅平・富士学園は１１月～
４月の料金（５月～１０月は別料金）。４．特別料理などの注文は３日前までに現地施設
へ。

保
養
施
設

ガ
イ
ド

　

道
路
工
事
に
は
、
道
路
を

良
好
に
保
つ
た
め
に
区
が
行

う
舗
装
工
事
な
ど
の
管
理
者

工
事
と
、
水
道
や
ガ
ス
、
下

水
、
電
気
、
電
話
な
ど
道
路

に
設
置
さ
れ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
に
係
る
占
用
工
事
が
あ
り

ま
す
。

　

区
内
で
一
年
間
に
行
わ
れ

る
道
路
工
事
の
件
数
は
、

五
〇
〇
〇
件
を
超
え
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
占
用
工
事
で

す
。

　

占
用
工
事
に
は
老
朽
管
の

取
り
替
え
、
需
要
の
拡
大
に

よ
る
増
径
な
ど
の
本
管
に
係

る
大
規
模
工
事
や
、
本
管
か

ら
家
庭
へ
水
道
や
ガ
ス
、
電

気
な
ど
を
供
給
す
る
た
め
の

小
規
模
工
事
、お
よ
び
漏
水
、

ガ
ス
漏
れ
な
ど
の
事
故
に
対

応
す
る
緊
急
工
事
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

区
で
は
、
道
路
工
事
が
特

定
の
時
期
や
区
域
に
集
中
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、ま
た
、

無
駄
な
掘
り
返
し
を
し
て
資

源
を
浪
費
し
な
い
よ
う
に
占

用
企
業
や
警
察
と
調
整
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
建
築
工
事
の
た

め
に
行
わ
れ
る
小
規
模
占
用

工
事
は
調
整
が
難
し
く
、
緊

急
工
事
に
つ
い
て
は
延
期
や

中
止
は
で
き
ま
せ
ん
。
小
規

模
占
用
工
事
と
緊
急
工
事
が

全
体
の
約　

％
を
占
め
て
い

８０

ま
す
。

　

一
方
、
平
成　

年
度
に
区

１０

道
上
で
行
わ
れ
た
道
路
工
事

の
総
件
数
は
、
五
〇
七
七
件

で
、
こ
の
う
ち
平
成　

年
１

１１

月
か
ら
３
月
ま
で
の
三
カ
月

間
に
は
一
二
七
八
件
で
し

た
。
こ
れ
は
全
体
の
件
数

の　

・
２
％
に
あ
た
り
ま

２５
す
。
左
図
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
道
路
工
事
が
年
度
末

に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
度
末
に
は
決
算
期
が
重

な
り
、
車
に
乗
る
機
会
も
増

え
る
た
め
、
交
通
量
が
増
え

て
渋
滞
が
起
き
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
道
路
工
事
に
関

わ
る
企
業
、
警
察
と
の
緊
密

な
連
携
を
図
り
、
工
事
が
集

中
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
土
木
部

管
理
課
へ
。

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５０万２９５４人（　２０２減）
　男　／２４万３７０６人（　　２２減）
　女　／２５万９２４８人（　１８０減）
世帯／２６万１９３０　（　１６３減）

外
国
人
登
録

人口／１万　５３２人（　２４増）
　男　／　　５３５７人（　　５増）
　女　／　　５１７５人（　１９増）
世帯／　　８３５７　（　　７増）

１２年２月１日現在、（　）は前月比
総人口／５１万３４８６人（　１７８減）
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▲湯河原すぎなみ荘

▲富士学園


